
中日における古典庭園のサウンドスケープに関する思想の源流と技術の変遷についての比較研究プロジェクト/
サウンドスケープ協会例会



　今回訪日予定の研究者は「中日における古典庭園のサウンドスケープに関する思想の源流と技術の変遷についての比較研究」とい
うプロジェクトの創始者です。その中で、 教授は、中国で院士の称号を有する数少ない学者で、当該分野において全国的に著名
な学者です。 教授は、中国において初めて庭園のサウンドスケープ研究を行った新進気鋭の学者で、中国においてサウンドス
ケープ研究を本格的に行なっている数少ない研究者です。お二人は、２００２年から中国において古典庭園のサウンドスケープ研究
を着手し、中国における伝統造園システムにおいてサウンドスケープ研究の枠組みを初めて打ち立てました。この研究を中心とした論
文シーリズも、中国国内および国際雑誌に掲載され、大きな注目を浴びています。またこれらの研究成果を『中国における古典庭園の
サウンドスケープ』と題し出版を予定しています。２００９年には、平松教授をはじめとする日本側の専門家と連携し、中日における古
典庭園のサウンドスケープに関する思想の源流と技術の変遷についての比較研究」という合同研究プロジェクトを継続実施していま
す。このプロジェクトは中国国家自然科学研究助成金（プロジェクト番号：50878085,51178188)と中国国家所属高等学校基本科学研
究業務用助成金（プロジェクト番号：2011220015)により研究補助されています。
　今回の共同ワークショップは、この合同研究プロジェクトにおける最初のワークショップであり、これまで平松幸三教授、鳥越けい子
教授が訪中し、意見交換するとともに、平松教授は華南理工大学で短期集中講義を行うなど、相互の意思疎通を図ってきたところでも
あります。 日本側の参加者のうち、平松幸三教授は、音環境学の観点からサウンドスケープ研究を行い、フィールド調査を実施してきま
した。鳥越けい子教授は日本にサウンドスケープ概念を本確定に紹介した学者で、サウンドスケープ研究者として世界的に活動を展
開しています。土田義郎教授は、建築・都市計画の観点から庭園のサウンドスケープ研究を行ってきました。尼﨑博正教授は小川治兵
衛(植治)研究の第一人者であり、文化財庭園の分野で活躍しています。曽和治好教授は、桂離宮の音環境研究をはじめとし、造園学の
領域でサウンドスケープ研究を手がけた数少ない研究者で、ランドスケープとサウンドスケープをつなぐ活動で実績を上げています。
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